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2015年4月（第7版）(新記載要領に基づく改訂）

医療機器認証番号：22100BZX01048000

EndoWrist バイポーラインストゥルメント
管理医療機器 再使用可能な高周波処置用内視鏡能動器具 （JMDNコード：70164010）

機械器具25 医療用鏡

（da Vinci サージカルシステム/da Vinci Si サージカルシステム用）

【警告】

小児への本品の使用は有効性が危険性を上回ると判断され

る場合に限ること。

1.

フットスイッチを踏んでいるとき、チップに触れていないこ

と。［重篤な電気損傷及び／又は熱傷を引き起こす可能性が

ある。］

2.

本品をモノポーラ出力で使用しないこと。［インストゥルメ

ントが損傷し、患者又は医療従事者を傷付けるおそれがあ

る。］

3.

電気手術器の設定をBIPOLAR CUTモードにして本品を使用し

ないこと。［BIPOLAR CUTモードでのインストゥルメントの使

用は検証されていないため、患者に傷害を与えたり、インス

トゥルメントや電気手術器に損傷を与えたりするおそれが

あるため。］

4.

「 d a V i n c i サ ー ジ カ ル シ ス テ ム （ 承 認 番 号 ：

22100BZX01049000）」又は「da Vinci Si サージカルシステム

（承認番号：22400BZX00387000）」（以下「da Vinciシステムと

いう」）が患者に接続されている状態では、いかなる場合でも

絶対に手術台を動かさないこと。［患者に重篤な損傷を与え

るおそれがある。］

5.

【禁忌・禁止】

美容形成術又は再建術1.

胸部又は腹部大動脈瘤2.

超低体温心停止を要する手術3.

〔適用対象（次の患者には使用しないこと）〕

出血性素因の患者1.

病的肥満の患者2.

妊娠中の患者3.

〔使用方法〕

本品は軟組織のみの操作や、縫合時の手術針の保持又はク

リップの適用を意図するものであるため、軟骨、骨又は他の

硬い固定物には使用しないこと。［インストゥルメントを損

傷し、「da Vinciシリーズカニューラ(da Vinci サージカル

システム/da Vinci Si サージカルシステム用)（届出番号：

13B1X10126000002）(以下、カニューラ)から抜去できなくな

る可能性があるため。］

1.**

【形状・構造及び原理等】

本品は、以下の構成品がある。1.

インストゥルメント(1)

付属品(2)

バイポーラフットスイッチケーブル1)

インストゥルメント(1)

＜ハウジング後面＞

＜先端（グリップ）形状＞

＜寸法＞

外径

シャフト リスト

部位 全長 リスト長

マイクロ

バイポーラ
1.4cm

PreCise

バイポーラ
2.0cm

メリーランド

バイポーラ
2.0cm

フェネストレイ

テッドバイポーラ
2.1cm

カーブドバイポー

ラダイセクタ
2.2cm

57cm

以下

8.0-8.5

mm

8.5mm

以下

リスト長：Yaw軸からディスタル端

体液に接触する部分の主な原材料は以下の通りである。

チップ：ステンレス鋼

シャフト：ビニルエステル樹脂等

付属品(2)

バイポーラフットスイッチケーブル1)

原理2.

先端部の作動原理(1)

「da Vinciシステム」からのモータトルクがケーブル等を介し

てインストゥルメント先端に伝達され、先端部を動作させる。
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再使用回数の認識機能(2)

設定回数を超えて再使用することはできないように、「da Vinci

システム」によりインストゥルメントの種類及び使用回数が認

識される。

切開・凝固の原理(3)

電気手術器からの高周波電流がチップ、生体内の標的部位を流

れて他方のチップへ還り、チップが接触した生体1点でジュー

ル熱が発生し、組織の切開・凝固作用が起こる。

【使用目的又は効果】

本品は、手術用ロボット手術ユニットと併用し、内視鏡下で組織の

把持、切開、鈍的／鋭的剥離、近置、結紮及び縫合等の機械的作業、

及び高周波電流を用いて組織の切開・凝固を行うためのものであ

る。

【使用方法等】

本品は未滅菌の再使用可能製品であるので、使用前には必ず洗浄

及び滅菌を行うこと。なお、規定する回数（10回）を超えて再使

用できない。（【保管方法及び有効期間等】の項参照）

1.

使用方法2.

「da Vinciシステム」の添付文書及び取扱説明書に従い、シス

テムを準備する。システムの準備及びドレーピング後は、無菌

操作により本品に異常がないことを確認した上で、本品と電気

手術器、一般電気手術器、物質併用電気手術器（以下、電気手

術器）（別品目）を接続する。

(1)

バイポーラフットスイッチケーブルを用いて「da Vinciシステ

ム」と電気手術器を接続する。

電気手術器の電源を入れ、出力は適切な止血又は意図した組織

反応に必要な最小値に設定する。（バイポーラの機能確認を行

う。）

(2)

本品のチップを閉じ、先端からカニューラに挿入し、「da Vinci

システム」にハウジングを取り付ける。

(3)

「da Vinciシステム」のサージョンコンソールにより組織等の

操作をする。切開又は凝固を行うとき、サージョンコンソール

により本品で組織を把持する。意図しない組織に接触しないよ

う、先端部を確認すること。

(4)

グリップ間の組織を切開又は凝固させるときは、組織をきつく

把持した状態でフットスイッチを用いて高周波電流を通電す

ること。凝固後は適切に止血していることを確認する。高周波

電気手術操作に係る詳細については、電気手術器の取扱説明書

を参照すること。

(5)

使用後、本品を併用機器から取り外し、点検・洗浄を行う。(6)

バイポーラ機能確認3.

約10cm×10cmのガーゼに生理食塩水を浸す。(1)

グリップを少し開き、本品のチップでガーゼパッドを固く挟

み、両方のグリップ（電極）がパッドに触れていることを確認

する。

(2)

電気手術器に接続したフットスイッチで、バイポーラモードを

開始させる。

(3)

パッドから蒸気が出る又はグリップから火花が出ることによ

り、出力及び完全な回路が確認できたとき、本品は使用できる

状態である。

(4)

蒸気又は火花がないとき：(5)

・スイッチが入っており、バイポーラモードになっているこ

とを確認する。

・電気手術器が適切に機能していることを確認する。

・ガーゼパッドに生理食塩水を加える。

・両方のグリップ（電極）が生理食塩水を浸したガーゼパッ

ドに触れていることを確認する。

・グリップに触れるパッドの表面積を減らす。

・出力を少し上げる。

・以上を確認後も蒸気又は火花がないときは、本品の使用を

中止すること。

併用医療機器4.**

本品を本品との併用を認められた機器にのみ使用すること。

販売名 承認/届出番号

da Vinci サージカルシステム 22100BZX01049000

da Vinci Si サージカルシステム 22400BZX00387000

da Vinci シリーズカニューラシール

(da Vinciサージカルシステム/da Vinci

Si サージカルシステム用)

13B1X10126000001

da Vinci シリーズカニューラ

(da Vinciサージカルシステム/da Vinci

Si サージカルシステム用)

13B1X10126000002

使用方法等に関連する使用上の注意5.

緊急ボタンを押さずに、正常な状態で緊急グリップリリースを

行わないこと。［意図せずインストゥルメントの動きやグリッ

プリリースメカニズムの破損につながるおそれがある。］

(1)

グリップリリースツールを速く回し過ぎたり、誤った方向に回

さないこと。［意図しないインストゥルメントの動きやグリッ

プリリースメカニズムの破損につながるおそれがある。]

(2)

緊急グリップリリースを行った本品は再使用しないこと。［イ

ンストゥルメントの破損、患者に重篤な損傷を与えるおそれが

ある。］

(3)

本品が組織を把持した状態でシステムエラーが発生した場合、

緊急用レンチをインストゥルメントハウジングの手前にある

グリップリリースソケットに入れ、反時計回りに慎重に回転さ

せると、グリップを手動で開くことができる。緊急用レンチに

よりグリップを開いて組織から本品先端を取り外し、リリース

レバーを押して、本品を慎重に引き出すこと。システムから本

品を取り外すときは、必ず手術部位の可視化を行うこと。

(4)*

術中、他のインストゥルメントの汚れ等を取るために本品を使

用しないこと。また、メスなどの鋭利なもので汚れをこすり取

らないこと。［インストゥルメントの損傷や、チップの離脱等

の意図しない影響を防ぐため。］

(5)**

術中、先端部およびリスト部が常に湿った状態であることを確

認すること。[先端部の汚れが乾燥すると、汚れが取れにくくな

り、その機能に影響を及ぼす可能性があるため。]

(6)**

本品をカニューラを通して挿入・抜去する際は常に注意を払

い、リストが真っ直ぐでの際は鏡視下でリストが真っ直ぐであ

ることを確認し、完全にカニューラから取り出すまで、本品は

真っ直ぐにしておくこと。

(7)**

本品を患者から引き抜くとき、組織又は他の汚れをカニューラ

のルーメンに付着させないように注意すること。

(8)

カニューラ及び本品を同時に抜去しないこと。［周辺組織及び

インストゥルメントを傷付ける可能性があるため。］

(9)

本品抜去時に水平方向に力を加えないこと。［チップの損傷、

破損及び離脱、又はシャフトのたわみを防ぐため。］

(10)

モノポーラインストゥルメントと接触しないように注意する

こと。［電気手術器の損傷を防ぐため。］

(11)

電気手術器及び接続ケーブルは「da Vinci システム」との併用

が保証されている製品以外は使用しないこと。使用できる電気

手術器及び接続ケーブルについては取扱説明書を参照するこ

と。

(12)**

本品は過酸化水素（H2O2）、漂白剤又はアルカリ性洗浄剤にさら

さないこと。［インストゥルメントの破損を防ぐため。］

(13)

超音波洗浄又は洗浄液に長時間さらさないこと。［インストゥ

ルメントの破損を防ぐため。］

(14)

洗浄時、水が透明にならない又は水が全てのフラッシュポート

から流れない場合は本品を使用しないこと。

(15)

使用後、本品はすぐに洗浄すること。術中は本品内外に付着し

た汚れが乾燥しないようにすること。汚れが付着した際には乾

燥しないよう、手術から洗浄処理までの間、水又は酵素洗浄剤

に浸しておくこと。また、内部への沈着を防ぐため、使用中に

メインフラッシュポートを蒸留水でフラッシュすること。

(16)
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【使用上の注意】

使用注意（次の患者には慎重に適用すること)1.

体重10kg未満の小児[腹腔内が狭いため、臓器損傷等の有害事象

が発生しやすくなる可能性がある。]

*

重要な基本的注意2.

本品について実施された臨床試験は通常の内視鏡手術との比

較試験であり、内視鏡手術の確立していない手技における有効

性及び安全性は確認されていない。

(1)

電気手術器の設定がバイポーラモードで自動バイポーラ出力

が選択されていないことを確認すること。[意図しない箇所で

印加されてしまうおそれがある。]

(2)

他のインストゥルメントを通電させるために本品を使用しな

いこと。[先端の破損または視野内外の組織の損傷が生じるこ

とがあり、焼灼されたインストゥルメントの先端付近の場所ま

たはポートの配置部位（カニューラ) 周辺の組織に損傷を与え

るおそれがある。]

(3)

標的組織付近への側方熱拡散に注意すること。[意図しない組

織への熱傷が発生するおそれがある。]

(4)**

機械的衝撃又はストレスを避け、破損させないようにするこ

と。又、術中にインストゥルメント同士が触れるのをさけ、患

者の体内で本品に他のインストゥルメントで力を加えないこ

と。[本品は一般の腹腔鏡で使用される鉗子よりワイヤの構造

が複雑であるため、衝撃等により破損する可能性がある。]

(5)

本品が故障した際も手技を完結できるよう、予備のインストゥ

ルメントを常備しておくこと。

(6)

本品の操作の際は、血管又は気管支等の組織を損傷しないよう

注意すること。

(7)

焼灼中、本品のチップでステープル、クリップ又は縫合糸に触

れないこと。［チップが損傷する可能性がある。］

(8)

すべてのケーブルの接続が正確でかつ完全であること確認す

ること。

(9)

機器全般及び患者に異常のないことを絶えず監視すること。(10)

本品の使用後は次の事項に注意すること。(11)

ケーブル類の取り外しに際しては無理な力をかけて引き抜

かないこと。

1)

保管場所については次の事項に注意すること。2)

清潔で乾燥した換気の良い場所に保管すること。a.

損傷又は感染のリスクを防ぐため、直射日光の当る高温、

多湿な場所には保管しないこと。

b.

感染のリスクを防ぐため、洗浄又は滅菌後、本品が入って

いた元の箱に保管しないこと。

c.

損傷又は感染のリスクを防ぐため、本品をX線、放射線又は

強い電磁波にさらされる場所（マイクロ波治療器具、短波

治療器具、MRI、無線電信機の付近等）には保管しないこと。

d.

水のかからない場所に保管すること。e.

気圧、温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ

分などを含んだ空気などにより悪影響の生じるおそれの

ない場所に保管すること。

f.

傾斜、振動、衝撃（運搬時を含む）などがない場所に保管

すること。

g.

化学薬品の保管場所やガスの発生する場所に保管しない

こと。

h.

不具合・有害事象3.

重大な不具合(1)

本品の使用に伴い、以下のような不具合の可能性がある。不具合

を防止するため、警告及び使用上の注意事項を遵守すること。ま

た、不具合が観察された場合は、適切な処置を講じること。

・シャフト／先端接合部の破損

・導線の破損

・動作不良

重大な有害事象(1)

本品の使用に伴い、以下のような有害事象の可能性がある。有害

事象を防止するため、警告及び使用上の注意事項を遵守するこ

と。また、症状が観察された場合は、適切な処置を講じること。

・出血

・熱傷

・嚥下障害

・ガス膨満感

・感染

・組織損傷

・トロッカーによる胃や組織の損傷

・心房細動（初発）

・不整脈

・術式移行

・移植片狭窄（再手術）

・血腫（鼡径/陰嚢）

・感染（切開）

・心嚢液貯留

・胸水

・心膜切開後症候群

・再入院

・内動脈吻合による構造的損傷

・標的血管再建（標的血管の再手術）

・TIA

・尿路疝痛

・創部ドレナージ

【保管方法及び有効期間等】

使用期間1.

本品は10回を超えて再使用しないこと。また異常がある場合に

は、10回未満でも使用しないこと。

(1)

製品の先入れ先出しを励行すること。(2)

【保守・点検に係る事項】

洗浄方法1.

以下の方法は、出力密度13W/L（又は48W/ガロン：超音波出力／タ

ンク容量）以上、超音波周波数38kHz以上で行う超音波洗浄サイク

ルに基づいている。

先端部に注意しながら、汚れのない柔らかいナイロンブラシを

用いての外側をこすり洗いする。洗浄中は可動する全範囲にわ

たってリストを動かすこと。

(1)

30psi以上加圧した水を用いて、20秒以上メインフラッシュ

ポートをフラッシュする。フラッシュ中は先端を下に向け、可

動する全範囲にわたってリストを動かすこと。本品から出る水

が透明になるまでフラッシュを継続する。残りのフラッシュ

ポートについても、同様にフラッシュする。フラッシュポート

への接続は、ろ過した送水管に取り付けたルアーを用いること

を推奨する。フラッシュポートにはハウジングに以下の記号が

記載されている。

(2)

フラッシュポートの数及び位置は【形状・構造及び原理等】の

項参照。

プライミング及び超音波洗浄を行う。プライミングは、超音波

洗浄漕内に本品先端を浸漬しながら、シリンジを用いて酵素洗

浄液15cc以上をメインフラッシュポートへ注入して行い、その

後すぐに本品全体を浸漬する。酵素洗浄液を満たした超音波洗

浄漕に本品を浸漬したまま15分以上超音波洗浄する。超音波洗

浄漕の製造元の説明書に従い準備した、医療機器洗浄用の酵素

洗浄剤を用いることが推奨される。超音波洗浄漕の温度は、洗

浄剤の製造元が推奨する温度を超えないこと。超音波洗浄器

は、適切に作動するよう日常点検を行うこと。超音波洗浄器に

ついては製造元の資料を参照すること。

(3)

本品を超音波洗浄漕から取り出し、手順(2)に従い、フラッシュ

を繰り返す。水が透明にならなければ、必要に応じて手順(3)

（プライミング及び超音波洗浄）及び手順(4)（フラッシュ）を

繰り返すこと。

(4)

本品の外側を汚れのない柔らかいナイロンブラシを用いて流(5)
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水下でこすり洗いする。洗浄中は可動する全範囲にわたってリ

ストを動かすこと。

本品の外側を十分に洗い流し、残留物質や洗浄剤を取り除く。

特にシャフトとハウジングの接合部を洗い流すこと。

(6)

本品を完全に乾かす。先端を上にして本品を垂直にして、水が

シャフト及びメインフラッシュポートに残っていないことを

確認する。柔らかい布で本品の外側を拭き取る。全てのフラッ

シュポートにエアブローすることで、容易に乾燥させることが

できる。

(7)

製造元の説明書に従い､蒸気透過性中性潤滑剤でチップ及びリ

スト機構を滑らかにする。その後滅菌を行う。

(8)

滅菌2.

本品の滅菌は高圧蒸気滅菌を用いて保証されている。(1)

推奨される滅菌パラメータは以下のとおり。

推奨滅菌方法：高圧蒸気滅菌（プレバキューム）

推奨滅菌パラメータ：

推奨パラメータ1 推奨パラメータ2

温度 132-134℃ 134-137℃

暴露時間 4分以上 3分以上

高圧蒸気滅菌以外の滅菌方法は保証されていない。

蒸気滅菌後、室温にて冷却すること。急激な温度変化は本品を

損傷するおそれがある。

(2)

フラッシュ滅菌の使用は推奨しない。(3)

140℃を超える温度で滅菌しないこと。(4)

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売業者：インテュイティブサージカル合同会社

電話番号：03-5575-1344

製造業者：INTUITIVE SURGICAL,INC

国名：アメリカ合衆国

4/4 P-005-01-08




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


